
ま え が き

　地球温暖化の環境問題，資源枯渇問題を解決する水素社
会の実現に向けた水素利用系の商業化，インフラ関連の技
術開発が国内外で加速されている．当社は「水素エネルギ
ーサプライチェーン」構想を2010年に提案し，その実現に
取り組んできた．本稿では，当社のチェーン構想の背景，
将来の水素需要量の拡大予想，およびチェーンを構成する
水素液化，液化水素 （LH2

）輸送貯蔵技術に関連する当社
実績と技術開発の状況について述べる．

1  背　　景

　我が国では2014年 4 月に閣議決定された「エネルギー基
本計画」

1）の中で「水素社会」の実現に向けた取り組みが
明記された．水素ビジネスとして燃料電池自透技松 ｛FCV）
が 1年前倒しの2014年末に販売された．さらに，欧州連合
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素からLH2までの液化プロセスでは，予冷過程で温度と平
衡状態にあるオルソ・パラ組成比に維持することが重要と
なる，また，LH2








